公益社団法人　宮崎県柔道整復師会　第45回宮崎学会報告書
学術部長　大山　耕平
令和８年５月２３日（土）１４時より第４５回宮崎学会が宮日ホール１１Fにて開催されました。
会員５５名、準会員８名、一般２名の合計６５名が参加されました。
　まず山内会長よりご挨拶があり、論文発表される会員の紹介、特別講演、医師会特別講演の先生の紹介がありました。
　次に会員発表として宮崎支部　中村拓未会員「超音波観察装置を用いた中学、高校女子バレーボール選手に対する腱障害調査－大腿四頭筋腱と膝蓋腱に着目して－」、宮崎支部　落合弘志会員「宮崎県における災害医療に対する取り組み」の２題の発表がありました。お二人の先生、学術部員の先生におかれましては、忙しい施術時間の合間に時間をかけて論文作成に取り組んでいただいたことにこの場をお借りして感謝申し上げます。今回は協賛講演もありB＆Sコーポレーションより「臨床エビデンスを基にした腸活導入による整骨院サービスの進化」～医療機関エビデンスを基盤とした、全年齢対応型インナーケアの可能性～についてお話しいただきました。そしてボランティア表彰として白水豪会員、河野哲郎会員が日頃の功績を表彰されました。
　特別講演では、愛知県海南病院　第三脳神経外科部長・和田健太郎先生より「脳神経外科医の視点から視る超高齢化社会での疾患と身体の機能の重要性について」と題し、若年性疾患や頭部外傷、めまい、しびれ、意識障害など柔道整復師が臨床で接する可能性のある症例について、専門的な視点からわかりやすく解説いただきました。普段目にする機会の少ない脳内手術映像やマイクロサージャリーの紹介もあり、参加者は熱心に聴講していました。
　休憩の合間には、日健医療器株式会社様、オゾンテクニカルセンター様、B＆Sコーポレーション様の医療機器展示会が行われ、多くの会員が説明を受けていました。
　最後に医師会特別講演として、ふなもと整形外科　院長・舩元太郎先生により「広域スポーツイベント救護と高齢者の骨折予防」と題し、救護活動の実際や臨床現場で役立つ骨折予防についてご講演いただきました。トライアスロンやマラソン大会での救護について画像を交えながら紹介され、現場では医療行為が行えないため、災害時対応に近い正確な情報共有体制の重要性が強調されました。また、骨粗鬆症は疾患であり、骨折はその合併症の一つであること、骨粗鬆症そのものに症状はなく治療は食事・運動・薬物療法が基本であること、転倒予防では、フレイル・サルコペニア・ロコモティブシンドロームの概念を踏まえ、食事と運動療法を継続することが重要であると説明されました。
両講師とも懇親会にご参加くださり、多くの会員が挨拶や質問を交わし、有意義な意見交換の場となりました。一方で、参加者が少なかった点は今後の課題として共有し、改善に努めていく必要があると感じられました。今回の学会を通じて得られた知見や交流が、日々の臨床や地域医療の現場で活かされ、宮崎県柔道整復業界のさらなる発展につながることを願っております。会員一人ひとりの積極的な参加と協力が学会の質を高め、業界全体の未来を形づくります。今後も皆様とともに、より良い学術活動を築いていければ幸いです。
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